
編集後記 

 本誌 17 号は、2016 年 6 月に群馬大学で開催された本学会年次大会の基調講演、シンポジウム、

研究発表要旨のほか、寄稿論文 1 本と書評論文２本を掲載したが、この後記では特に寄稿論文に

ついて一言触れておきたい。 

この論文は「他人の配偶者の呼び方」をテーマとしたアンケート調査の分析である。配偶者の

呼び方で、従来ジェンダー学の立場から疑問視されてきた「主人・家内」（自身の配偶者に対する

呼称）や「ご主人・奥さん」（他人の配偶者に対する呼称）などが、近年ジェンダー･ニュートラ

ルな言葉に取って替わられつつあること、そして「夫さん・妻さん」なる「新呼称」の使用が将

来広かっていく可能性と期待とが示されている。この調査結果と分析はもとより、SNS という最

新のコミュニケーション・ツールを利用してアンケートが実施されている点も非常に興味深い。

論文執筆者の水本氏は、インターネット上では配偶者の呼称をどうするべきかという議論が思い

のほか多く見られると言っているが、匿名性を特徴とするメディアでは発言者の本音が出やすい

ということを考えると、案外、早い時期に配偶者の呼称のジェンダー･ニュートラル化が実現する

のかもしれない。 

最後に、本学会では、現会員や新会員による年次大会での研究発表、さらに学会誌への研究論

文の投稿を心よりお待ちしています。 

（第 17 号 編集委員長 斎藤理香） 
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